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タリウム心筋 SPECTで心筋梗塞 とまざらわしい

アーチファク トをきた した 1例

二谷 立介 瀬戸 光 亀井 哲也

柿下 正雄

要 旨

1800楕円軌道法によるタリウム心筋 SPECT で

心筋梗塞 とまざらわしいアーチファクトを認めた 1

例を報告 し,基礎的検討 と若干の考察を行った｡

はじめに

タリウム心筋シンチグラフィは,虚血性心疾患の

診断や治療方針決定に重要な役割を担っている｡特

に回転型ガンマカメラによるタリウム心筋 SPECT

は,心電図,心エコー,RI心室造影等より,病巣

の局在診断にす ぐれた特徴を持っている｡しか し,

SPECT には吸収補正の問題があり,像の空間分解

能は必ずしも満足できるものでない｡この改善を目

的として,種々の方法が検討されている｡

1983年 Gottschalkら1)により報告された楕円軌

道データ収集によるSPECTは,通常の円軌道より

カメラの検出器 と人体 を近づ けることがで きる｡

Fig.1に当院の点線源による楕円軌道 と円軌道の

FWHM の比較を示すが,前者の空間分解能がより

す ぐれている｡このため 1985年 7月以後,当院で

はタリウム心筋 SPECTのデータ収集を楕円軌道法

にて行っていた｡本稿では,このデータ収集法に付

随して心筋梗塞巣とまざらわしいアーチファクトを

認めた症例を経験したので,若干の考察を加えて報

告する｡

症 例

症例は60歳男性で,閉塞性動脈硬化症の術前検

査 として,安静時心筋 SPECT を依頼された｡Fig.

2にタリウム3mCi静注直後の左室短軸断層像を示

す｡装置は GE社製の Maxi400ATで,汎用コリ

メータを使用 し,1800楕円軌道法でデータ収集 し

た｡前壁中隔および下壁 と側壁の一部にタリウム集

積欠損所見を認める｡陳旧性心筋梗塞症が疑われた

が,像がやや不良であり,また心電図変化に乏しか

ったため,アーチファクトの可能性 も考慮して,カ

メラの点検を行った｡

Fig.3に点線源を使用して検討した回転中心評価
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Fig.2 MyocardialSPECT in ellipticalmode.Defectsareseenatanterolateral,inferiorandlate

r･alareas.Fig.3 Evaluationofcenterofrota
tion.Significantshakeofcenterofrotationisobserved.

データを示す｡著明な回転中心の動揺が確認された｡そこで,1800円軌道データ収集法で再検査 し

た｡Fig.4に再検査の左室短軸断層像 を示すが

,タリウムの心筋内分

布は均等で正常だった｡考 察

SPECT の画像精度を良く保つためには,視野の Fig.4 Repeatstudyo

fmyocardialSPECTinci
rculユarmode.NormaldistributionofT1-201is

observed.均一性,直線性,回転中心の不

動性など,従来のプラナ-像を撮影するとき

より,装置の日常点検整備の要求が高まる2)0

当院のSPECTシステムでは,検出器は通常の回転

軌道で回し,ベッドを連動させて上下左右に動かすこ

とにより,楕円軌道を作成している｡楕円軌道デー

タ収集法は,検出器 と被写体の距離を短縮するので,空間分解能の向

上が得られるす ぐれた方法である

が,今回はこの連動が不良で,回転中心が動揺したものである｡他の原因は,円軌道でアーチファクトが

出現しなかったことより否定された｡この症例を経験 して以来,当院では月に1-2回視野の均一性

と回転中心を checkすることとした｡SPECT,さらに楕円軌道データ収集法など,装置の改良

および機構の複雑化にともなって,装置の日常点検の重要性がますます増加することを示唆した症例だっ

た｡ 文 献1)GottschalkSC,SalemD,
LimCB,etal:SPECTresoluti


